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技術の特徴
骨格筋細胞が増殖・分化・成長の各期間に分泌する因子の発現プロファイルをプロテオミクスの

手法で作成した。

作成した発現プロファイルは効率的に骨格筋肥大をもたらす因子を見いだすための研究基盤と

して活用できる。
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研究の内容
食肉は家畜骨格筋が由来である。

赤身肉部分である筋肉量も格付

け項目の一つとして評価されるた

め、赤身肉割合を高める技術を

確立するためには、家畜骨格筋

の肥大メカニズムを解明すること

が重要である。本研究では赤身

肉の歩留まり等の品質に関連す

る因子解明のため、骨格筋細胞

の増殖・分化・成長過程で分泌さ

れ、細胞活性化等に関わる因子

を網羅的に同定し、骨格筋細胞

の分泌因子発現プロファイルを作

成した（表1）。

今後の展開
発現プロファイルで候補に挙がった

因子の効果を検討する

プロファイルの中には、骨格筋細

胞の成長に効果的に作用すると

考えられる因子、および骨格筋

組織に存在する骨格筋細胞以

外の細胞（脂肪、神経、血管内

皮）に影響を与えると考えられる

因子も存在した（図1）。
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図1 骨格筋細胞が分泌する因子の作用（モデル図）

表1 骨格筋細胞が分泌する因子の相対的発現プロファイル

Gは増殖期、D30h, D72h, D120hは分化誘導後の各時間を示す。

各時期の発現量をGの発現量で標準化した値を示す。Gと比較し、

赤色は2倍以上、青色は0.5倍以下の変化があったものを示す。


